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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

農村女性の老後生活に関する追跡研究(2)

　一老後意識における伝統的意識の持続と変容－

　　○常葉学園大教育佐藤宏子　　お茶の水女大生活　袖井孝子

　目的　激しい家族変動の渦中にある農村地域で、1982年と9S年の２回にわたって中高年既婚女性の

追跡調査を実施した。本報告では、対象者を生年10歳区切りの３つの出生コーホートに区分して、伝

統的意識の持続と変容という視点から、この11年間に生じた老後意識の変化を明らかにする。

　方法　1982年了月、静岡県志太郡岡部町朝比奈地域において30～50歳の有配偶女性475人全員を対

象に訪問面接調査を実施した。次いで93年７月、追跡調査を実施し324人からの回答を得た。

　結果　①82年時点では出生コーホートによる老後意識の差異は小さいが、93年ではコーホート間の

差異が大きい。②老後意識の変化は、年長コーホートで最も小さく、年下コーホートで最も大きい。

中間コーホートは年長コーホートに近似しているが、「既婚子との同居形態」における生活分離意識

が高まっている点では年下コーホートと同様の傾向を示す。③伝統的意識は加齢効果にもかかわらず

　“同居既婚子との家計の共同”“同居既婚子と同棟で暮らず“老後の経済生活を子供に依存する”

　“長男同居”“不自由になった時は長男の嫁の世話になる”という側面において衰退している。④「

既婚子との同居」と「不自由になった時には子供の世話になる」は、通世代的に変化が小さく伝統的

意識の持続が認められる。ただし年長・中間コーホートは「一貫同居」志向、年下コーホートは「途

中同居」志向であること、年下・中間コーホートは年長コーホートに比べて生活分離度の高い同居を

希望していることなど、出生コーホート間で「同居」や「子供」の意味内容に差異が生じている。

2Ta－9 青年期の精神的欲求充足度

お茶の水女子大学家政学部　○入江文子

【目的】家族は、人間にとって基本的な欲求の充足機mである家庭の主体と考えられ、な
かでも、愛情や理解、心の安らぎといった精神的欲求の充足、および精神的な支持が、今

日特に期待される傾向にある。それでは実際には、家族による支持が、個人の精神的な欲

求をどの程度充足しているかについて検討する。
　【方法】マズローの欲求階層論、および欲求の満足に関するの理論にもとづいて、家族に
よる個人の精神的欲求の充足についての二つの仮説を導きだした。
　そして、「自尊感情スケール」「サポートスケール」「過去の家庭環境スケール」の三

つのスケールを用いて、精神的欲求充足度の測定を試み、この調査結果の分析をもとに仮
説の検証した。調査は、1994年10月、青年期にあたる大学生614名（男性162名、女性452

名）を対象に、質問紙による集合調査法で行った。
　【結果】①「サポートスケール」での家族によるサポートが高く、ふだんから家族に愛さ

れ大切にされ、また支持されていると感じている人ほど、「自尊感情スケール」での自尊
感情も高く、自己を高く評価している。②「過去の家庭環境スケール」での満足度が高く、

幼児・児童期における家族関係や家庭環境に満足し、肯定的であるほど、「サポートスケ

ール」での家族からのサポートが高く、青年期である現在も、家族から愛され大切にされ、
また支持されていると感じている。③親からの心理的な面での分離･独立の過程にあり、

最も家族と距離をおく時期であると思われる、青年期を対象としたにもかかわらず、精神

的欲求の充足に家族の支持が大きな影響を及ぼしているという結果が得られた。
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